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   Statistical analysis and review of literatures were made on 128 cases of congenital 
malformations of the kidney, renal pelvis and ureter, excluding movable kidney, observed 
at the department of urology of the Hiroshima University Hospital during the period of 
9 and a half years from 1956 to June, 1965. 
   1. The prevalence of the conditions was relatively high among 8,774 patients seen at 
out-patient clinic of the Department during the observation period, the ratio being 1 to 69. 
   2. The observed 128 cases consisted of patients with 29 cystic kidney, 10 horseshoe 
kidney, 3 hypoplastic kiney, 4 pelvic kidney, 3 crossed ectopic kidney, 10 malrotation, 17 
congenital hydronephrosis, 2 solitany renal cyst, 1 aplastic kidney, 44 reduplication of 
pelvis and ureter, 3 ureterocele and 2 ectopic ureteral opening. 
 8. For the 128 cases, male and female patients were 62 and 66 cases respectively, of 
which ratro's to the total out-patients were 1 to 89 in males and 1 to 50 in females, being 
more freqnent in females. 
   4.  No  difference was seen for the side affected. 
   5. Age of the patients varied from 3 to 80 years old, with the most predominant 
prevalence being in patients of 4 th. 5 th. and 6 th. decades. 
   6. The most frequent chief complaint at the time of visit was abdominal pain (40 
cases), followed by in order of hematuria (28 cases) and lower back pain (17 cases). 
   7. Complications were  demonkrated in 112 cases. Hydronephrosis, lithiasis, infections 
and hypertension were observed  rather frequently. 
   8. Urinalysis showed proteinuria in 62 cases, glycosuria in 2 cases, presence of red 
cells in sediment in 63 cases, white cells in 75 cases and bacilli in 29 cases.
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   9.  Most.of'  the cases revealed normal renal function test (PSP, indigocarmin test 
and  NPN), while the abnormal renal functions were frequently seen in patients with 
cystic kidney. 
  10. Six patients'were survivors of the atomic bomb explosion.
腎,腎 孟及 び尿管 の奇形 の頻度 はその発生 が
甚 だ複雑 な過 程を経 る とい う事実 のために一般
に他臓器 に比べ高 い と言われ てい る.し か し
腎,腎 孟 及び尿管 の奇形それ 自体 としてはその
中の数種 の疾患を除い ては症状 を呈す る ことは
少いために臨床上問題 となるものは比較的少 い
様 で ある.一 方腎,腎 孟及 び尿管 の奇形 の うち
個 々の症例についての報告 は多数み られ るが,
これ らを まとめて統計 的観察を行なった報告 は
あ ま りない.我 々は昭和31年よ り昭和40年6月
迄 の9年 半の間に広大病 院泌尿 器科 において経
験 した,遊 走腎を除 く腎,腎 孟及 び尿管 の先 天
性奇 形に関 して一 般的統 計的観察を行なったの
で報告 す る.
成 績
頻度:我 々の外来において経験した遊走 腎を 除 く
腎,腎孟及び尿管の先天性奇形の症例は第1表 に示す
如 くで,嚢胞腎29例,馬蹄鉄腎10例,腎形 成 不全3
例,骨盤腎4例,交 叉性腎変位3例,回 転異常ユ0例,
先天性水腎症17例(腎孟尿管移行部奇形9例,異 常血
管8例),孤 立性腎嚢腫2例,腎 無形成1例,重 複腎
孟尿管44例(完全重複腎孟尿管10例,不完全重複腎孟
尿管34例,一側完全,他 側不完全重複腎孟尿管2例,





















疾 患 の種 類 男%女%計 りの外 来患
老 数
嚢 胞 腎1524.11420.3291:313
馬 蹄 鉄 腎69.646。2101:877
腎 形 成 不 全11,6233B2591
骨 盤 腎4◎404il:219正
交 叉 性 腎変 位11.623311:2591
回 転 異 常34.87正0.910h・877
先 天 性水 腎 症58.O正2正8、717B516
孤立 性腎 嚢 腫11.611.521:4382
腎 無 形 成011.51118774
重 複 腎 孟 尿 管
柔完塞 、1}25…311}192・・441・199
尿 管 瘤11.623.031;2591
尿 管 開 口異 常02321=4382
計62■66128i

















性に見 られたものが3例 及び馬蹄鉄腎に伴 うものが1
例であったので実症例数より多くtgっている'第3表
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回 転 異 常
先天性水腎症
孤立性腎嚢腫

































































は第4表 にみる如く,腹 痛,腰 痛,腹 部膨満,腫 瘤
感,頻尿,排 尿困難,血 尿,尿 失禁,全身倦怠等であ
つたが,これらの中では腹痛(40例)が最も多く次で
血尿(28例),腰痛(17例)が多かつた.症 例の多いも













の3例 中2例 は尿管異常開口を伴い,反 対に尿管異常
開口の2例 は共に腎形成不全の合併があった.これら




馬 蹄 鉄 腎
腎 形 成 不 全
骨 盤 腎
交叉性腎変位
回 転 異 常
先天性水腎症
孤立性腎爽腫 ・


















































































































































































































































尿所見:尿蛋白,尿糖については定性検 査 を行 な
い,沈渣については赤血球,白血球,細 菌の存在につ











腎機能=青 排泄については5分 以内を 正常とする
と,第7表 に示 す 如 く,検 査 したのは78例である










同 転 異 常
先天性水腎症
孤立性腎嚢腫




















































































































































著明な増加のみられたのは嚢胞腎の6例の み で あ っ
た.そ の他,我 々の病院が広島市内に存在するとい う
ことから,128症例について原子爆弾被災の有無につい











































































































る と共 に,遺 伝性,両 側性,進 行性 であ り,そ
の他 の臓器 に も嚢胞性疾患 を合 併す る こ と が
多 く,発 生年令 に小幼 児期 と中年期 の2箇 の頂
点 を有す る等 の特性 を もつ嚢胞 腎の頻度につい
ては,剖 検 例ではBe11(1935)は1:243,
Davis(ユ925)1=357,Allen(1951)1:350,
Campbell(1957)1:293等の報告 が あ り,
臨床 頻度 として,泌 尿 器科 外来 患者 に つ い て
Ariggoni(1953)ユ:343,東大泌尿器科1:
660(1962),1:531(ユ953),名古屋市立大1
:1,116となってい る.我 々の外来 では外来愚
者総数 は8,774名であ り,そ の うち嚢胞 腎は男
ユ5名,女14名計29名で1:313で あつた.年 令
については既 述の如 く,幼 児期 と中年期 に頂 点
が存在す る特長 を もつ が,RallandOdel及び
Simonの報告で も大部分は30～50才の 間 に あ
℃,我 々の症例で も29例中25例は30～60才の間
に あ り,他 は60才以上で あ り,幼 小児には見出
していない.合 併 症 としては合併奇 形 と二次的
疾患が ある.合 併奇形 としては 膵,肝,脾,
肺,卵 巣等に同様 の糞胞を合併 す る他,多指症,
心奇 形,尿 管 奇形 も報告 されてい る(Ralland
Ode1,Campbe11)が,我々の症例 では合併 奇
形は見 出されなかった.し か し二次的合併症 と
して,腎 結石2例,腎 孟腎炎2例,高 血圧 症8
例,膀 胱炎5例,尿 毒症1例,前 立腺肥大症1
例がみ られた.Bobbitt(1943)による と腎孟
腎炎32～94%,結石14%o,悪性腫瘍2%,動 脈
硬化症 と高血圧 は大部分 にみ られた とい う.症
状 としては9例 が腹痛,7例 に血尿6例 に腫瘤
感 の訴 えがあ り,そ の他腹部膨満,尿 路感染症
状 があった.尿 所 見では19例に蛋 白尿 を認 め,
尿沈渣 では赤 血球を19例,白血球 を17例,細菌
を6例 に証明 した.腎 機能 についてはイ ンジ ゴ
カル ミソ.PSP排 泄,血 清NPN値 より検 討
したが,半 数 の症例に高度に腎機能障害 を認め
た.本 症 の遺伝性 につ いては多 くの研究 に より
証 明され ているが我 々の症例 の中で も3例 に遺
伝関係 を見 出した.
馬蹄 鉄腎:先 天性腎 奇形 の中で最 も多 い疾患
の一つ に上 げられ るが,Allen(1951)による と







市立大 の1953～1962年の全泌尿 器科外来患者 の
中では1:5,031の割合 で見 出されている.我 々
の場 合全 泌尿器科外来患者8,774名中馬蹄鉄腎
は10名にみ られ1:877であった.性 別頻度では
多 くの報告 者で男 に多 くなってお りLowsley
や清水は男性 の方が約2倍 の頻度 でみ られ る と
言ってい る.東 大 の臨床例(1858)28例では男
:女=12:11,Cu1P(1955)の106例では男:
女 一・4:1,Campbe11(1957)の剖検 例122例
では男:女 一・96:27となってい る.広 大泌尿器
外来 の症例10例で は男6例 女4例 で男:女=-3
:2で あった.Glenn(1958)の臨床例51例で
は男:女 一1:1で 必ず しも多 い とい う見解は
当 らない と述 べてい る.
年 令は臨床 例で は20才代 か ら40才代 に多 い と
言われてい るが我 々の場合10才より60才迄 の年
令にわたってみ られたが過半数 は20才代 ～40才
代 の者で あった.
Lowsleyは症状 の面 よ り本症 を3群 に分 け
てい る.第1は 全 く無症状 に経過 し,剖 検 とか
偶然 の機会 に発見 され るもの,第2に 疹痛又 は
胃腸症状 の所 謂Rovsing症候群 を訴 えるもの,
第3に 合併症 に基 き,2次 的 に発生 した合併症
が もた らした症状を主訴 とす る もので,臨 床的
には最 も頻 々み られ るものである.我 凌の外来
を訪 れた患者 の中では腹痛(4例)を 訴 えたも
のが最 も多 く,他 に腰 痛(2例),腫 瘤感(2




%),属 橋,市 川の20例中17例(85%),清 水
等 の本邦 臨床 報告 集計106例中63例(60%)等
の報告 があ る.合 併症の うち合併奇形 は多 く,
Campbell(1957)の122例では泌尿性器奇形39,
消化 器奇形11その他 となってい る.我 々の10例
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の中の1例 は13才の少女 におけ る右重 複腎及び
左右 回転異常 を認 めた非対称馬蹄鉄 腎であ り,
詳細 については教室 の道中(臨 床皮泌17巻11号
997頁昭和38年)が 報告 している.二 次 的合併
症 としては正常腎 と同様 の病変が み られ るが,
ことに水腎症,結 石,尿 路感染が最 も多 く,そ
の他 に腎炎,腫 瘍,外 傷 等 の 報 告 が あ る.
Campbe11の剖検例 ユ22例では半数 以上 に水腎
症,結 石,感 染がみ られ,Culp(1955)の臨床
例106例では87%に結石,水 腎症又 は両者が み
られたとし,Eisendrathの122例の手術例 をみ
ると,水 腎34,結石51,結核13,膿腎7,疹 痛
11と報告 してい る.本 邦で も高橋,市 川の20例
中結石9,感 染5,結 核2,腫 瘍1,嚢 腫1,
嚢胞形成1,そ の他合併症1と なってい る.我
々は10例中,結 石2例,水 腎症2例,腫 瘍1例
の合併をみ,合 計10例中6例(60%)に 合併症
をみとめてい る.結 石を伴 った1例 につ いては
教室 の武田(泌 尿 紀要7巻9号854頁 昭和36年)
が報告 し,腫 瘍 を伴 った1例 につい ての詳細 は
溝 口(泌 尿紀要投稿 中)が 報告 してい る.
腎形成不全:本 症 は さ ほ ど 稀 で は な く,
Campbell(1957)は幼小児剖検例19,046例中33
例(1:577)を 認め,又 成人剖検例32,834例
中79例(1:462)で全体 と して1:499を示 し




を見出 した.欧 米 ではMooreに よれば 男女 比
は1:2と 述べ ているが,本 邦 では1964年迄 の
報告例では男子が4人 で あるのに対 して,女 子
は167人で あ り,圧 倒的 に女子 に多 い.我 々の
症例 では3例 中2例 が女子 であった.合 併 症 と
しては泌尿器系統 の奇形 の他,尿 路結石,感 染
も正常腎 よ り頻繁 にみ られ る.自 験例で は2例
が尿失禁を主訴 と して来院 してお り,患 側 の尿
管の膀胱外開 口を認 めた.Ekotr6mは本症156
例中22%に高血圧症 を認 めた と報告 し て い る
が,我 々 も1例 に高血圧症 を認めた.尿 管異常
開 口を伴 ワた.10才と23才の症例 の詳細 につ い
ては教室 の大 野(泌 尿紀要,11巻2号121頁,
355
昭和40年)及 び田中(臨 鉢皮泌投稿 中)が 報告
してい るし,浜 田(広 大 医誌13巻,3・4号103
頁昭和40年)は18才の男子で右腎動脈,腎 小動




異常が普通にみ られ るもので あって,Campbe11
に よれば800人に1人 の割合 にみ られ る とい う.
これ らの中で骨盤腎 はStevens(1937)にょ・
ると1:2,150～3,000であるとい う.性 別に よ
る頻度の差は ない と言われ てい る.我 々の症 例
では骨 盤腎は外来 患者8,774名の中で4名(1
:2,191)に見 出され,全 症例が男子で あった.
これ らの4症 例では1例 に他 側腎の遊走 腎,2
例 に膀胱 癌が合併 していた.4例 の診断機 会は
1例が腹 痛,1例 が腹部 の腫瘤感,2例 が血尿
を主訴 として来 院 した際に発見 されていた.
交 叉性 腎変位:一 側腎が先天性は反対 側に変
位 してい る場 合で ある.我 々は3例(1:2,591)
を経 験 したがいつれ も非癒合性交叉性変 位で あ
った.
性 別では男子が女子 よ りやや多 く,患 側は一
般 に右側 が多い とされてい るが,自 験例では男
1例,女2例 であったが,患 側はいつれ も右 側
であった.3症 例の発見は腹痛,腰 痛及 び頻 尿
を主訴 として我 々の外来 を訪れた際行 なわれた
もので合併症 として膀胱炎及 び虫垂 炎がみ られ
た.
これ らの症例 の詳細 につ いては教 室 の 田 辺
(日本先天異常学会会報5巻,2・3号,77頁,
昭和40年)が 報告 している.
回転異常:腎 孟 の異常位置 を特長 とす る本症
には各種 の回転異常が あるが,最 も多 いのは軽
度 の過度 回転 である と言わ れてい る.
Bitchaiによる とPyelogramの所 見 として
次 の如 き条件 を上 げてい る.(1)腎 蓋 が正 中
線側 に在 ること.(2)腎 孟 が外側 若 くは前 方
に在 り,輸 尿管 もこれに応 じ外側又は前方か ら
出る.(3)腎長軸 は脊椎 と平行或は馬蹄鉄腎 と
同様 に外上方 か ら内下方に走 る,我 々は8,774












7例に各々腎孟腎炎,高 血圧症,膀 胱炎,膀 胱
結核,前 立腺肥大症がみられた.が 一般に本症











腹痛8例,腰 痛3例,血 尿2例,腹 部膨満,全
身倦怠,腫 瘤感,頻 尿が各1例 であった.17例
の中2例 には結石の合併をみその他虫垂炎,腎



























































院時の主訴は血尿,腰 痛が大多数を 占 あ て い
た.高橋,市 川は重複腎孟尿管に合併する疾患
の種類 として,主 として腎下垂症,腎 水腫,膿
腫,結石等で腫瘍は極めて稀で あ る と し,又






































腎嚢腫2例,腎 無形成1例,重 複 腎孟尿管44
例,尿 管瘤3例,尿 管異常 開 口2例 で あった.
3.性 別 は128例中男子 は62例,女 子は66例
で外来患者総数 に対 す る比率 は男子1:89女子
は1:50で やや女子 に多 くみ られ た.
4.患 側 は左右差 を認 めなかった.
5.年 令 は3才 か ら80才迄 で30才～50才代 に
圧 倒的に多かった.




結石,感 染症,高 血圧 症が多かった.
8.尿 所 見では尿蛋白陽性62例,尿 糖陽性2
例,沈 渣 に赤血球 を認めた もの63例,白 血球を
認 めた もの75例,細菌 を認めた もの29例であっ
た.
9.腎 機能(PSP,青排泄,NPN)で は多 く
は正常 であったが,不 良例 は嚢 胞腎において多
く認め られた.
10.原 子爆弾被災者 は128例中6例 であった、
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8)武 田=皮 と泌,22…180,昭和35年.
9)高 橋=皮 泌 誌,28=902,昭和3年.
10)高橋=皮 泌 誌,32:16,昭和7年.
11)岡:日 泌 尿会 誌,55:675,昭和39年.
12)浜田=広 大 医 誌,13=103,昭和40年.
13)武田:泌 尿 紀要,7:854,昭 和36年、
14)清水:皮 と泌,17:209,昭和30年,
15)大野=泌 尿紀 要,11:121,昭和40年.
16)嶺井=泌 尿 紀 要,9:603,昭和38年.













26)柳 原=広 島 医 学,15:928,昭 和37年.
27)田 辺:先 天 異 常,5=77,昭 和4Q年.
28)樋 口=皮 と 泌,11=49,昭 和18年.
(1965年11月17日受 付)`
新発売!
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國 合 成 セ フ ァ ロ ス ポ リンC製 剤











みられる(一 般 名 セ フ ァ ロ リジ ン) ●無刺激 無痛で連続投与力呵 能である
〈適 応 症 〉'
ブ ドウ球菌 レンサ球菌 肺炎球菌 リン菌
鳥 居 薬 晶 支 店'大 阪 札幌 福岡 髄膜炎菌 肺炎桿菌 大腸菌等のセポラン
東京・日:本僑本町:出張所 ・・名 古 屋 仙 台 感母性菌による感染症
